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••••••••• 編　集　後　記 •••••••••

◇筆者が本編集後記を執筆している 8月中旬現在，連日の猛暑
日に嫌気がさし，暑さの小休止を願う日々を送っております
が，皆様はいかがお過ごしでしょうか．学校の夏休みと職場
の夏季休暇が重なるこの時期は，家族でテレビを観る機会が
増えますが，先月（7 月）に発生した記録的大雨による災害
情報が報道されるたびに，被災地の一刻も早い復旧を願うば
かりです．
◇さて，今月号のとびらは，東京大学の豊田先生，東京薬科大
学の東海林先生及び帝人株式会社の菅沼様に，2019 年秋に
発足されました分析イノベーション交流会の活動についてご
寄稿いただきました．企業のもつシーズとニーズの出会いの
場となる交流会を定期的に開催するだけでなく，今後はシー
ズ集にアクセス可能なウェブサイトの作成や，「分析化学」
誌での特集号の企画も予定しているとのことで，一研究者と
してワクワクを抑えきれません．
◇リレーエッセイは，株式会社堀場アドバンスドテクノの西尾
様に，汚れに強い pH電極の開発エピソードについてご執筆
いただきました．約 17 年の紆余曲折を経て，2022 年 10 月
にようやく製品化に成功した西尾様が，本稿の最後に「私の
挑戦に終わりはありません．」と仰るところに，製品開発に
対する情熱を感じました． 〔S. M.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈入門講座〉　分離技術：原理から最新技術まで

キャピラリー電気泳動法   齋藤 伸吾
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電気化学分析におけるカーボン電極材料   加藤 大
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応用（タンパク質結晶構造解析）   真栄城 正寿
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蛍光X線分析の試料調製を考える   市川 慎太郎
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古 賀 舞 都 （農 研 機 構） 坂　真智子 （㈱ エ ス コ） 島 田 健 吾 （石福金属興業㈱）
末 吉 健 志 （大阪公立大院工） 高橋あかね （オ ル ガ ノ ㈱） 谷 合 哲 行 （千葉工業大先進工）
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．

　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　 一般社団法人 学術著作権協会

　FAX：03─3475─5619　E-mail：info ＠ jaacc.jp
　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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